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1 はじめに
平成21年度の機器 分析技術研究会および実験 ・尖習
技術研究会が合同という形で3月4aから 5日にかけ、琉
球大学にて開催されました。この研究会は、全国の国立大
学法人、高等専門学校および大学共同利用機関の技術職員
による技術の研鎖 向上をはかる 「研修の場Jとして高く
評価されているものです。
工学部技術部では平成22年度からの組織再編にむけた
組織業務グループによる教育研究支援の進め方について
機器・分析技術研究会
実験・実習技術研究会
i四球球
かなりまとまった形になりつつある状況で、個人対応で尖験 ・実習にかかわる形から組織として技
術職員が技術指噂、装世管理も行うとする検討がなされています。
このような背景から、特に実験 ・実習の組織的とりくみが他大学で行われていなし、かを澗査目的
として標記の研究会に出席しました。
2.研究会の内容
従来から別々に開催されている研究会
を合同開催にしたことにより、口頭発表
1 20件(5会場)、ポスター発表164 
件 (2会場)、参加者 600余名という大
きな規模となりました。当初予想した以
上の申込みとなったため、運営も大変だ
ったようです。
開会時間が 10 時からであったために
私は前泊し、プログラムのテーマから参
考になると思われる発表を選び、聴講ス
ケジューノレを作りました。
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3 琉球大学の技術部組織は
研究会の前日に琉球大学の工学部にある工
作工場を訪問し、工場見学と組織化の現状に
ついて関係者の方からお話しを聞くことがで
きました。
工学部の技術部は平成5年に工学部妓術部
として組織化し、同 20年に組織を尖質化し
て現在は4班体制 24名(教務職員吉む)で
構成されています。工作工場では高齢化と人
員不足に加え、湿気対策が大きな課題だと話
されていました。
4 特別講演
閉会式では、過去に大阪大学理学部文部技官として勤務
されていた直木秀夫氏(現 ・琉球大学客員教授)が講演さ
れ、 f大学の技術者としての姿勢jについて貴重なお話Lを
聞くことができました。
直木秀夫氏は、機器分析学、天然物有機化学を専門とし、
ノーベノレ化学賞を受賞した田中耕一氏とも親交のある質量
分析の専門家です。講演では中国の諺である 「酉施の銀に
倣う」を例にあげ、技術者はただうわベだけを真似るので
『
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なく、本質や意味を問いかけながら優れた先遣の行いを真似ることが大切であるとし、いろいろな
所に出かけてゆき、技術情報を吸収することが創造的な研究に繋がっていくことを強調されました。
5 口頭発表およびポス告一発表
口頭発表は5会場に別れて同時進行で行われたため、実験 ・ .， -..". 
実習における技術職員のかかわり方を調査するにはいくつかの .. .. .. .. . . 
会場をセッションごとに変えるということで対応しました。
計測、電子回路製作、分析実験、ものづくり教育をはじめと
した多彩な分野で、発表後の質問あるいは懇親会会場にて技術
職員の組織的な支援協力体制がある例はほとんどありませんで
した。その意味では本学の技術部がとりくむグループ業務推進
体制が機能することは間期的なことになると考えられます。
地域貢献として全国でとりくまれている子供向けの科学実験やものづくり教室の発表はポスター
発表でも相当あり、このテーマではほとんどが組織対応で、方法 ・内容ともに参考になる発表があ
りました。
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